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衆
議
院
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稲
田
朋
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出
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す
る
質
問
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る
答
弁
書

一
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て

東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
（
以
下
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
」
と
い
う
。
）
の
事
故
の
原
因
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
情
報
に
基
づ
く
現
時
点
で
の
政
府
の
見
解
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
発
生
時
に
運
転
中
で
あ
っ
た
第
一
号
機
か
ら
第
三
号
機
ま
で

に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
は
制
御
棒
挿
入
を
経
て
正
常
に
自
動
停
止
し
、
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
動
作
を
開
始
し
た
。
ま

た
、
全
て
の
号
機
に
お
い
て
外
部
電
源
を
喪
失
し
た
が
、
第
四
号
機
に
附
属
す
る
定
期
検
査
中
の
一
台
を
除
く
全
て
の
非
常

用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
正
常
に
起
動
し
た
。
そ
の
後
、
津
波
の
到
達
に
よ
り
、
第
六
号
機
に
附
属
す
る
一
台
を
除
く
全
て

の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
機
能
を
喪
失
し
、
同
号
機
及
び
同
号
機
か
ら
電
源
融
通
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
第
五
号

機
を
除
く
第
一
号
機
か
ら
第
四
号
機
ま
で
に
お
い
て
、
全
交
流
電
源
を
喪
失
す
る
に
至
り
、
第
一
号
機
か
ら
第
三
号
機
ま
で

の
炉
心
の
冷
却
を
管
理
さ
れ
た
状
態
が
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
。

ま
た
、
現
時
点
で
、
お
尋
ね
の
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
」
や
「
高
経
年
化
事
象
」
が
当
該
事
故
の
直
接
的
な
原
因
で

あ
る
と
す
る
事
実
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
詳
細
な
経
緯
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
証
し
て
ま
い
り
た
い
。

一



七
か
ら
九
ま
で
に
つ
い
て

経
済
産
業
省
に
お
い
て
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
日
に
各
電
気
事
業

者
に
指
示
し
た
緊
急
安
全
対
策
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
立
入
検
査
や
訓
練
の
立
会
い
に
よ
り
確
認
及
び
評
価
し
、
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
引
き
起
こ
し
た
も
の
と
同
程
度
の
津
波
に
よ
り
、
全
交
流
電
源
喪
失
に
至
っ
た
と
し
て
も
、
原

子
炉
の
炉
型
に
よ
ら
ず
、
炉
心
を
管
理
さ
れ
た
状
態
で
維
持
し
冷
温
停
止
状
態
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
対
応
の
手
順
の

整
備
や
必
要
な
機
器
の
配
備
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
防
潮
堤
の
整
備
や
建
屋
の
水
密
化
な
ど
中
長
期
対
策
を
計
画
し
て
い
る

こ
と
な
ど
を
確
認
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、
引
き
続
き
事
故
の
原
因
に
つ
い
て
は
予
断
な
く
徹
底
的
な
検
証
を
行
い
、
そ
の

検
証
で
得
ら
れ
た
知
見
を
踏
ま
え
、
原
子
力
の
安
全
確
保
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
。

十
に
つ
い
て

中
部
電
力
株
式
会
社
浜
岡
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
三
十
年
以
内
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
八
程
度
の
想
定
東
海
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
が
八
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
極
め
て
切
迫
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
想
定
東

海
地
震
は
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
と
同
じ
プ
レ
ー
ト
間
地
震
で
あ
る
た
め
、
大
規
模
な
津
波
の
襲
来
の
可
能
性
が
高
い
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
安
全
対
策
の
更
な
る
信
頼
性
の
向
上
の
観
点
か
ら
こ
う
し
た
特
別
な
事
情
を
考
慮
す
る
必

二



要
が
あ
り
、
想
定
東
海
地
震
に
よ
る
大
規
模
な
津
波
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
防
潮
堤
の
設
置
等
の
中
長
期
的
対
策
を
終
え
る
ま

で
の
間
、
全
号
機
の
運
転
を
停
止
す
べ
き
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

十
一
に
つ
い
て

経
済
産
業
省
は
、
平
成
二
十
三
年
六
月
七
日
に
、
各
電
気
事
業
者
に
対
し
、
炉
心
損
傷
等
の
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
万

一
発
生
し
た
場
合
で
も
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
に
直
ち
に
取
り
組
む
べ
き
措
置
と
し
て
、
緊
急
時
に
お
け
る
発
電
所
構
内
通

信
手
段
の
確
保
、
水
素
爆
発
防
止
対
策
等
の
実
施
を
指
示
し
、
当
該
指
示
に
対
す
る
各
電
気
事
業
者
か
ら
の
報
告
を
踏
ま
え
、

現
地
で
の
立
入
検
査
や
訓
練
の
立
会
い
に
よ
り
確
認
及
び
評
価
し
、
こ
れ
ら
の
措
置
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
。

十
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
確
認
の
状
況
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
運
転
開
始
後
四
十
年
を
経
過
し
た
関
西
電
力
株
式
会
社
美
浜

発
電
所
一
号
炉
に
つ
い
て
立
入
検
査
等
を
実
施
し
、
同
炉
に
お
け
る
高
経
年
化
対
策
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
。

ま
た
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
受
け
て
、
原
子
力
発
電
所
の
高
経
年
化
に
係
る
新
た
な
規
制
を
設
け
て
は
い

三



な
い
。

十
三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
原
子
力
発
電
所
の
増
設
は
行
わ
な
い
と
い
う
方
針
」
が
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
現

在
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
い
か
に
収
束
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
、

事
態
の
収
束
に
最
善
を
尽
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
事
故
の
原
因
に
つ
い
て
徹
底
的
な
検
証
を
行
い
つ
つ
、

原
子
力
発
電
所
の
増
設
を
含
む
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
国
民
各
層
の
御
意
見
を
踏
ま
え
て
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

十
四
に
つ
い
て

原
子
力
安
全
・
保
安
院
は
、
加
圧
水
型
の
原
子
炉
に
お
い
て
は
、
緊
急
停
止
時
に
原
子
炉
の
未
臨
界
状
態
を
維
持
す
る
た

め
、
窒
素
ガ
ス
を
用
い
て
蓄
圧
タ
ン
ク
か
ら
原
子
炉
へ
ほ
う
酸
水
を
自
動
注
入
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
ほ
う
酸
注
入

に
伴
い
、
蓄
圧
タ
ン
ク
の
窒
素
ガ
ス
が
一
次
冷
却
系
配
管
へ
混
入
し
た
場
合
に
は
、
一
次
冷
却
材
の
循
環
が
阻
害
さ
れ
る
事

態
と
な
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、
今
般
の
緊
急
安
全
対
策
の
実
施
状
況
の
確
認
に
お
い
て
は
、
各
電
気
事
業
者
に
お
い
て
、

電
源
車
か
ら
電
力
を
供
給
し
て
ほ
う
酸
水
の
自
動
注
入
後
蓄
圧
タ
ン
ク
の
出
口
弁
を
閉
止
す
る
手
順
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

四



と
を
、
立
入
検
査
や
訓
練
の
立
会
い
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

五


